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症 例

上顎左側犬歯水平埋伏と側切歯歯根吸収を伴う上顎前突症例の一治験例
高 田 恭 子　　藤 原 　 敦　　竹 内 　 綾　　北 井 則 行

Orthodontic treatment in a case with upper left impacted canine and 
lateral incisor root resorption

TAKADA KYOKO, FUJIWARA ATSUSHI, TAKEUCHI AYA, KITAI NORIYUKI

上顎左側における犬歯水平埋伏と側切歯歯根吸収を伴う上顎前突症と診断された 17 歳 2 か月の女子に対
して，上顎左側犬歯歯冠により歯根吸収が生じた左側側切歯を抜去し，犬歯の萌出誘導を行った．その後，
上顎右側側切歯および下顎左側第二小臼歯を抜去してプリアジャストエッジワイズ装置を用いて，矯正歯科
治療を行った．その結果，良好なオーバージェット，オーバーバイト，1 歯対 2 歯の咬合および緊密な咬頭
嵌合を得た．現在，保定開始から 2 年 0 か月を経過しているが，安定した咬合関係を保っており，患者の充
分な満足が得られた．

キーワード：埋伏，歯根吸収，上顎前突

The present report describes the orthodontic treatment in a 17-year-2-month-old female with upper left 
impacted canine and lateral incisor root resorption. The orthodontic treatment with upper lateral incisors 
and lower left second premolar extraction was performed using a preadjusted edgewise appliance. An appro-
priate overbite and overjet were obtained and tight posterior interdigitation was established. After a reten-
tion period of 2 years, the occlusion remained stable with normal overjet and overbite.
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緒 言

形態，位置，萌出方向，萌出余地などの観点から正
常な萌出時期になっても萌出しない歯を埋伏歯という1）．
埋伏永久歯は，歯・歯列・顎の発育に障害を与え，不
正咬合の原因となる．智歯を除く永久歯埋伏の部位別
発現頻度は，上顎中切歯，上顎犬歯の順で見られると
いう報告 2）や智歯に次いで上顎犬歯の埋伏が多く生じ
るという報告 3）が認められる．

上顎犬歯の発達と萌出は隣在歯と比較すると遅く，
犬歯歯胚は 3 歳頃には上顎骨の深い位置にあり，歯
冠は近心口蓋側を向いている 4）．歯冠が咬合平面に向
かって前下方へ移動するにつれて，側切歯歯根遠心面
と乳犬歯歯根近心面に達するまで，徐々に遠心傾斜す

る 4-6）．犬歯が本来の萌出経路をたどれない場合，犬
歯の埋伏が生じると考えられている 7）．上顎犬歯の埋
伏は，臼歯近心転位による歯列弓長の短縮化，嚢胞形
成，隣在歯の歯根吸収などを引き起こす 8, 9）．

矯正歯科治療において抜歯が必要な場合，治療中に
空隙が目立つという理由で，上顎前歯の抜去は通常行
われない．一方，上顎側切歯は先天的に欠損しやすい
歯であり 10, 11），円錐歯，著しい位置異常および歯根吸
収などにより前歯の抜去が必要となる場合も多い 12）．

われわれは，上顎左側犬歯の水平埋伏と側切歯の歯
根吸収を伴う上顎前突症例に対して，上顎両側側切歯
と下顎左側第二小臼歯を抜去してプリアジャストエッ
ジワイズ装置による矯正歯科治療を行い，良好な咬合
関係が得られたので報告する．
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は 79.0°で標準範囲内であった．SNB 角は 73.5°で標
準範囲内であったが小さい値を示しており下顎骨は後
方位傾向を示していた．ANB 角は 5.5°で 1S.D. を超
えて大きい値を示し，骨格性Ⅱ級であった．上顎骨前
後径 Ptm’- A/PP は 49.5mm で標準範囲内の値を示し
た．下顎枝長 Ar-Go は 47.0mm で標準範囲内，下顎
骨骨体長 Ar-Me は 103.5mm で，標準範囲内の値を示
した．歯系については，U1-FH は 109.5°で，標準範
囲内の値を示したが，U1-SN は 96.5°で 1S.D. を超え
て小さい値を示し，上顎中切歯は口蓋側傾斜していた．
L1-FH は 54.5°で標準範囲内の値を示したが，L1-MP
は 102.0°で 1S.D. を超えて大きい値を示し，下顎中切
歯は唇側傾斜していた．軟組織側貌所見では E-line
に対して上下口唇ともに 4.5mm 前方に位置していた．
ⅲ）垂直方向

Mp-SN は 36.0°と標準範囲内の値でありアベレージ
アングルを示した．Gonial angle は 119.5°で標準範囲
内の値を示した． 

2．診断
上顎左側犬歯の埋伏，上顎左側側切歯の歯根吸収，

過大なオーバージェット，過蓋咬合，上顎前歯の口蓋
側傾斜および下顎歯列正中の右方への偏位を伴う骨格
性Ⅱ級，Angle Ⅱ級，アベレージアングル症例と診断
された．

3．治療方針
上顎左側乳犬歯と歯根吸収により予後不良である上

顎左側側切歯を抜去して埋伏犬歯の萌出スペースを確
保し，上顎左側犬歯の萌出誘導を行うこととした．上
下顎歯の排列について，上顎前歯部を後方に移動する
ために，上顎右側側切歯を抜去して空隙を獲得し，ト
ランスパラタルアーチを装着し，中等度の固定を行う
こととした．下顎は歯列正中が右方へ偏位していたた
め左側第二小臼歯を抜去して排列し，右側は非抜歯で
上下顎大臼歯関係はⅡ級仕上げとした．

4．治療経過
治療方針に基づき，17 歳 6 か月時，上顎左側側切

歯と乳犬歯を抜去し，17 歳 7 か月時に上顎左側犬歯
にリンガルボタンを，上顎にフック付きリンガルアー
チを装着し犬歯の萌出誘導を開始した．18 歳 5 か月
時に上顎左側犬歯の萌出誘導を終えた（図 2 － 1A2，
図 2 － 2A2，図 3A2）．18 歳 8 か月時に上顎右側側切
歯と下顎左側第二小臼歯を抜去した．上下顎歯列にプ
リアジャストエッジワイズ装置を装着し，上下顎歯列
のレベリングを開始した．

症 例

患者は初診時年齢 17 歳 2 か月の女子で，上顎左側
犬歯の萌出遅延と上顎前歯の突出を主訴として来院し
た．家族歴および既往歴に特記すべき事項は認められ
なかった． 

1．症例分析
1）顔貌所見（図 1A）

正貌は左右対称で，側貌は前突型であった．
2）口腔内所見（図 2 － 1A1，図 2 － 2A1）

大臼歯関係は両側でⅡ級を示していた．オーバー
ジェットは +5.4mm で標準値と比較すると 1S.D. を超
えて大きい値であり過大であった．オーバーバイトは
+5.9mm であり標準値と比較すると 1S.D. を超えて大
きい値であり過大であった．上顎左側乳犬歯が晩期残
存していた。 
3）模型分析所見

上下顎歯の歯冠幅径は標準値と比較すると上顎両側
中切歯，側切歯は 1S.D. を超えて小さい値であった．
上顎左側犬歯は未萌出であり，乳犬歯が晩期残存して
いた．上顎では，歯列弓長径は 1S.D. を超えて小さい
値であった．また，上顎の基底弓長径，基底弓幅径お
よび歯列弓幅径については，標準範囲内であった．下
顎では，歯列弓長径，基底弓幅径，基底弓長径およ
び歯列弓幅径のいずれも標準範囲内であった．アーチ
レングスディスクレパンシーは，上顎 +2.8mm，下顎
+0.6mm であり，上顎前歯部にスペースが認められ，
下顎は良好な排列であった．アーチレングスディスク
レパンシーについて，上顎では左側犬歯が未萌出で
あったため，右側犬歯の値を用いて算出した．
4）パノラマエックス線写真所見（図 3A1）

上顎左側犬歯は水平埋伏しており，上顎側切歯の歯
根吸収が疑われた．上下顎両側第三大臼歯の歯胚を認
めた．
5）CT 所見（図 4）

上顎左側犬歯は，口蓋側に位置し，歯冠を上顎左側
側切歯の根尖に，歯根を第一大臼歯近心根に向け水平
埋伏していた．上顎左側側切歯は歯根吸収を認めた．
6）頭部エックス線規格写真所見
ⅰ）水平方向

上顎骨と下顎骨の正中はともに顔面正中に一致して
いた．また，上顎歯列正中は顔面正中に一致し，下顎
歯列正中は顔面正中に対して 1.5mm 右方へ偏位して
いた．
ⅱ）前後方向（図 5A）（表 1）

標準値と比較すると，骨格系に関しては，SNA 角



上顎左側犬歯水平埋伏と側切歯歯根吸収を伴う上顎前突症例

43

図 1　顔面写真
A：Ⅰ期治療開始時（17 歳 2 か月）　　B：治療終了時（21 歳 7 か月）　　C：保定時（23 歳 7 か月時）

図 2 － 1　口腔内写真
A1：Ⅰ期治療開始時（17 歳 2 か月）　　A2：Ⅱ期治療開始時（18 歳 6 か月）
B：治療終了時（21 歳 7 か月）　　  　　C：保定時（23 歳 7 か月時）

A B C

B

A2

A1
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図 2 － 2　口腔内写真
A1：Ⅰ期治療開始時（17 歳 2 か月）　　A2：Ⅱ期治療開始時（18 歳 6 か月）
B：治療終了時（21 歳 7 か月）　　　  　C：保定時（23 歳 7 か月時）

図 3　パノラマエックス線写真
A1：Ⅰ期治療開始時（17 歳 2 か月）　　A2：Ⅱ期治療開始時（18 歳 6 か月）
B：治療終了時（21 歳 7 か月）　　　  　C：保定時（23 歳 7 か月時）
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20 歳 5 か月時，上顎前歯の口蓋側移動を開始した．
21 歳 7 か月時に動的処置を終了し保定装置に移行し
た．動的期間は，4年5か月であった．保定装置として，
上顎にラップアラウンドリテーナーを，下顎にはリン
ガルボンデッドリテーナーを使用した． 

5．結果
初診時と動的治療終了時を比較すると，

1）顔貌所見（図 1B）
正貌に変化は認められなかった．側貌は直線型と

なった．
2）口腔内所見（図 2 － 1B，図 2 － 2B）

右側大臼歯関係はⅡ級仕上げ，犬歯を側切歯として
代用した前歯部関係を確立し，上下顎歯列の正中は一
致した．オーバージェットは+5.4mmから+3.0mmへ，
オーバーバイトは +5.9mm から +2.0mm へと変化し
た．また，上下顎前歯部の空隙は改善した．
3）パノラマエックス線写真所見（図 3B）

歯根の平行性は良好であった．また，歯根に，吸収
像は認められなかった．
4）頭部エックス線規格写真所見
ⅰ）水平方向の変化

上下顎骨・上下顎歯列正中は顔面正中に一致した．
ⅱ）前後方向の変化（図 5A，図 6A，表 1）

上顎骨前後径 Ptm’-A/PPは 49.5mmから49.0mm へ
減少したが，変化はほとんど認められなかった．下顎骨
骨体長は103.5mmから105.0mm へ増加した．SNA 角は
79.0°で変化を認めなかった．SNB 角は73.5°から74.5°へ
と増加し下顎骨の成長を認めた．また，ANB 角は5.5°か

ら4.5°へと減少し，骨格性Ⅰ級となった．歯系について，
U1-SNは 96.5°から95.5°へ，U1-FHは109.5°から108.5°
へわずかに減少したが著変なかった．L1-FHは 54.5°から
64.0°へ，L1-MPは102.0°から95.0°へと変化し，治療開
始前と比較して下顎前歯は標準範囲内となった．

軟組織側貌所見について，上唇は E-line に対して
4.5mm 前方から 0.0mm へ，下唇は 4.5mm 前方から
0.0mm へと変化し，上下口唇ともに E-line に一致し
て，口元の前突は改善された．
ⅲ）垂直方向の変化

Mp-SN は 36.0°から 34.5°へと変化し，下顎下縁平
面は時計方向へ回転した．Gonial angle は変化しな
かった．
ⅳ）保定後の安定

現在，保定開始後 2 年 0 か月を経過し，オーバー
ジェット，オーバーバイトに変化は認められなかった．
また，骨格的に変化はなく，咬合状態は安定している

（図 1C，2 － 1C，2 － 2C，3C，表 1）． 

考 察

永久歯の埋伏が認められる場合，埋伏歯以外に不正
咬合を伴っていても，患者が気にしていないことも多
い．そのため，治療前に，包括的矯正歯科治療につい
て，適切な診断・治療計画に基づいて充分な説明を行
い，患者からインフォームドコンセントを得ることが
重要である．

埋伏永久歯についての治療方針を決定するために
は，顎骨内における埋伏歯の位置，萌出方向，隣在歯
との相互的位置関係，隣在歯歯根吸収の有無，埋伏歯

図 4　CT 写真
A：埋伏犬歯の切縁観　　B：埋伏犬歯の頬側面観

A B
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の歯根完成状態などから，まず，埋伏犬歯の萌出誘導
を行うかどうかを診断する．本症例では，CT 検査に
より歯冠形態に異常がないことを確認し，萌出方向も
水平に近いが，上顎左側側切歯の歯根吸収をひき起こ
していることから萌出力を有しており，牽引できると
判断して，埋伏犬歯の萌出誘導を図ることとした．

埋伏歯牽引後の排列スペースを考える場合，矯正歯
科治療において抜歯・非抜歯を診断する時と同様の分
析が必要である．抜歯については，下顎から分析する
のが通常であるが，本症例では，上下口唇の前突が認
められたこと，晩期残存している左側乳犬歯の抜去だ
けでは左側永久犬歯の排列スペースが得られないこと

表 1　側面頭部エックス線規格写真計測値

1SD 大　＊　　2SD 大　＊＊　　1SD 小＃　　2SD 小　＃＃

図 5　側面頭部エックス線規格写真透写図による S-N 平面
での重ね合わせ
A： 治療開始時（17 歳 2 か月，実線）と治療終了時（21

歳 7 か月，破線）
B： 治療終了時（21 歳 7 か月，実線）と保定時（23 歳 7 か月，

破線）

図 6　側面頭部エックス線規格写真透写図の重ね合わせ
（ANS を原点として Palatal plane を一致させた重ね合わ
せおよび Me を原点として Mandibular plane を一致させ
た重ね合わせ）
A： 治療開始時（17 歳 2 か月，実線）と治療終了時（21

歳 7 か月，破線）
B： 治療終了時（21 歳 7 か月，実線）と保定時（23 歳 7 か月，

破線）

A B

BA
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から抜歯が必要であると判断した．抜歯部位について
は，上顎左側側切歯に歯根吸収が生じており埋伏犬歯
を牽引する際にも歯根吸収が進行することが予想され
たことから，上顎左側側切歯を抜去することとした．
上顎右側の抜歯部位については，上顎歯列正中は顔面
正中に一致していたこと，上顎両側側切歯が矮小歯
であったことから，左側抜歯部位と同じ側切歯の抜去
を選択した．下顎歯列の抜歯部位は，顔面正中に対し
て下顎歯列正中が 1.5mm 右方へ偏位していたことと，
下顎中切歯歯軸が標準範囲内でありオーバージェット
が過大であることから下顎前歯を後方移動させすぎな
いように下顎左側第二小臼歯だけを抜去することと
し，右側は臼歯関係が咬頭対咬頭のⅡ級を示している
ことから , 非抜歯でⅡ級仕上げとした．

側切歯を抜去して犬歯を側切歯として代用する治療
の妥当性については，機能的，審美的要件を満たせな
くなるのではないかという懸念により，議論の対象と
なる．しかし，側切歯の欠損を伴う症例で犬歯を側切
歯，第一小臼歯を犬歯の代用としてスペースを閉鎖し
ても機能的にも審美的にも問題はなく，顎関節に異常
も生じないという報告が多く認められる 13-15）．犬歯を
側切歯の位置に排列する場合，犬歯が側切歯より大き
いためアンテリアレイシオの不調和が生じる可能性が
ある．本症例では，円錐歯である側切歯より犬歯を残
した方がアンテリアレイシオは調和していた．また，
側切歯を抜去すると後方移動する前歯が中切歯のみに
なるためオーバージェットの解消には有利であった．

埋伏犬歯の開窓・牽引を行う場合，歯肉退縮や歯根
吸収などのリスクを低減する必要がある 16）．埋伏歯の
萌出力によって出齦させた歯は歯周組織が良好に維持
されると言われており 17），牽引方向や矯正力の強さに
配慮した．また，埋伏犬歯の歯根が第一小臼歯や第二
小臼歯の歯根に近接していたため，埋伏犬歯を萌出誘
導している間はマルチブラケット装置の装着を行わ
ず，第一小臼歯・第二小臼歯の歯根が移動しないよう
にした．その結果，排列後の犬歯には歯肉退縮は認め
られず，他の歯にも歯根吸収は認められなかった．

まとめ

上顎左側犬歯の水平埋伏と側切歯の歯根吸収を伴う
上顎前突症例に対して，埋伏犬歯の萌出誘導を行うこ
とができた．また，上顎両側側切歯と下顎左側第二小
臼歯を抜去して排列を行い，上顎前歯の口蓋側移動に
より過大なオーバージェットを改善した．その結果，
上下顎歯列の咬合関係は，動的治療後 2 年経過した現
在も良好であり，安定した状態を保っている．

利益相反（COI）
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